
●報告会　
「体験を通して発見した水辺の魅力」

今回の報告会には、BY スタンプラリーや WAQU2

調査隊などの BYQ の各イベントに参加していた
だいた方、また BY スタンプラリーでイベントを
開催していただいた協賛グループの方、7 団体の
方々に、イベントでの体験を通して発見した「水
辺の魅力」を発表していただきました。小学校の
発表者からクイズが行われるなど、発表者が感じ
た水辺の魅力をみんなで楽しみながら共有しまし
た。
< 参加者アンケートより >

・色々な取り組みをされているグループがあることを知る
　ことが出来た
・ 多くの人が各地で活動していることを知った
・小学生を含め、低年齢層も関心を持って活動していることを心強く思った
・ 体験を通じて具体的な活動を聞けたことがよかった

　２月１日（日）、「BYQ ネットワークの集い 2009」を水のめぐみ館アクア琵琶・ウォーターステーション琵琶（滋
賀県大津市）で開催いたしました。同時開催として、『瀬田川リバークルーズ～瀬田川の歴史と自然を知ろう！！
～外輪汽船 “ 一番丸 ” で巡る瀬田川』を午前中に実施。リバークルーズには 70 名の方が参加され、ガイドさんの
案内を受けながら瀬田川の自然と歴史文化に触れました。
　集いは平成 17 年から連携・交流を深める場として開催しており、5 回目となる今回は、水のめぐみ館アクア琵琶、
ウォーターステーション琵琶の協賛を得て滋賀県で開催することができました。
　当日は、日頃 BY スタンプラリーに協賛していただいている住民団体の方やその活動に参加された方、W
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AQU2 
調査隊として活動している方、ジュニアリバースクールや自然観察会などのイベントに参加された方など約 170 
名が一堂に会しました。イベント体験報告会やアクア琵琶の中尾氏のお話、滋賀県琵琶湖環境科学研究センター
の石川先生のご講演などを通じて、情報交換を行ったり、知見を広めたりすることができ、盛況のうちに終わる
ことができました。

●お話し　

「びわ湖のサカナたちの現状とアクア琵琶の取り組み」　
水のめぐみ館アクア琵琶　環境担当技術者　中尾　博行氏

　「BYQ ネットワークの集い 2009」
　　～琵琶湖から淀川へとつながる 水・人・未来～ を開催しました！

アクア琵琶　会場

●講演　
「琵琶湖の豊かな恵みを未来につなげるために

わたくしたちができること」
滋賀県琵琶湖環境科学研究センター　

総合解析部門研究員　石川　俊之氏



●体験コーナー　
　「水のふしぎを知ろう！」
　今回の体験コーナーは、BY

スタンプラリー協賛グループと
水のめぐみ館ウォーターステー
ション琵琶から 4 団体がコー
ナーを設けてくださいました。
　みなさん楽しくにぎやかに体
験コーナーを運営してください
ました。

< 参加者アンケートより >
・目の前で水が浄化されることは
　勉強になった
・ビンでカワニナ、小エビを育て
　られるのは驚きでした
　　　　　（ボトルアクアリウム）

体験コーナー１
「園芸用の土をつかって水の浄化実験

をしよう」
担当：草津塾

体験コーナー 2
「貝による水質浄化と

ボトル・アクアリウムを作ろう」
担当：NPO 法人やましろ里山の会

体験コーナー 3　
「にしよど釣り堀体験」

担当：西淀自然文化協会

体験コーナー 4　
「水の中の景色をつくろう！」

担当：水のめぐみ館

●パネルによる活動発表
　BY スタンプラリー協賛グループなど 21 団体の方に、
パネルやポスターなどを使って活動発表をしていただき
ました。

ウォーターステーション琵琶　会場

●同時開催「瀬田川リバークルーズ」
～瀬田川の歴史と自然を知ろう !! ～ 

外輪汽船 “ 一番丸 ” で巡る瀬田川

< 参加者アンケートより >
・ 地元のことが詳しく説明されて知識が増えたこと
・ 琵琶湖と瀬田川の境界を知った
・ 歴史と洗堰の由来を学んだ


